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静岡県西部地域農業の現状

1. 西部地域は農業が盛んな地域である。生産高:全国上位

2. 後継者不足、高齢化、グローバル化のため、窮地に
陥る農家が多い。

3. 六次産業の取り組み強化が求められている。

①品質アップ，②生産性アップ，③販路拡大

Q大多数を占める零細農家に何がどこまでできるのか!?

「やらまいか精神」で果敢に挑戦する。



プロジェクトの目的

1. 学生の発想力と農業経営者の現場知識を組み合
わせる。

2. ITの利活用を前提に、
①ビジネスモデルの提案
②販路拡大策の提案
③農業のIT化

3. 学生と農業経営者とのコラボレーションにより、実現
可能な提案を作成する。システムを一部稼働させる。



NPO法人「百姓のチカラ」とのコラボレーション

三和畜産とんきい ゆめ市 スズキ果物農園 わだ共和国
立岩牧場 マルワ農園 いちごいちえ 高山バラ園
まるたか農園 奥浜名湖レジャーランド かしまハーベスト
中安牧場 引佐松井農園 野沢園 浜名湖かあさん 日下農園
中村園 武田農園 田澤きのこ園 ふぁーむやまいちアトップ
大西農園 旬の味夢工房 京丸園コスモグリーン庭好 たちばな
ファーム 村松商店 まるたま 柑土里ファーム綾工房

NPO 会員一覧



プロジェクトの推進
1.農家の視察

2.農家とのブレインストーミング

3.問題点の整理

4.改革案の提案

5.システム開発

6.改革案の評価

7.振り返り



1. 農家の視察(10月)



2. 農家とのブレインストーミング(10月)

各農家への事前アンケート調査結果をもとに
学生と農家が議論しながら問題を話し合った。



3. 問題点の整理

アンケート調査
①各農家の生産性が低い。
②IT化が遅れている。
③三次化への取り組みまで手が回らない。

ブレインストーミング
①活動の方向性が不明確である。
②NPO内の情報共有がされていない。
③販路開拓が手詰まり。



4. 改革案の提案
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農家同士がつながる 顧客とつながる



学園祭を利用した市場調査(11月)

即売会とソーセー
ジづくり教室を開催



NPOの理事会で説明(11月)



5. システム開発(11月)
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分担してシステム開発に挑戦(11月～)



1人が登録した情報を全員で共有できるシステム

①会議の記録 ③掲示板

②農家の情報 ④備忘録

DB

5. (1) 情報共有システム(12月)



情報共有システム



5.(2) 簡易POSレジシステム
複数農家の商品を集めて即売会で販売する。

①各農家の販売金額、数量の事務作業が煩雑

②即売会の実績が次回に活用されていない。



簡易POSレジシステム
①即売会の事務作業の軽減
②即売会の作戦に役立てる情報の提供

・農家別販売数量、金額、残数

・販売検討資料

DB
・商品、数量、単価

入庫

出庫

タブレットPC

転送



簡易POSレジシステム



5.(3)  Web販売システム(1月)

顧客ターゲット

浜松市外で暮らす子供、孫を持つ人

・一般消費者

・特に浜松市民や浜松出身
者など浜松にゆかりがある人

商品

・用途、ニーズに合わせた
詰め合わせセット
・価格別

販売方法

・Web販売

故郷仕送り便サービス



顧客 農家別

製品 A

仕
分
け

農家別

製品 B

農家別

製品 C

受注商品

( A,B,C )

( A,B,C )

Web販売システム

発送
準備
完了

農家

農家

農家



Webサイト(注文)
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Webサイト(注文)





試作中のシステムのデモ(1月)



完成したシステムのデモ(2月)



最後のワークショップ(3月)



6. 改革案の評価

本プロジェクトでは開発が遅延したため、開発はできたが、
システムの導入ができなかった。

これが遠因となって・・・
①NPO－静岡大学、NPO内部でのコミュニケーション不足

②システムの操作性に改良の余地が残った。

③システムを稼働させる体制づくりがNPO側でできなかった。



7.振り返り
1. 講義で学んだことの実践を通じて理解が深まった。
－プログラミングスキルアップ
－システム開発の手法

2. 浜松の農家の現状を知ることができた

3. 普段接することができない人たちとの交流の楽しさ
と同時に難しさもあることを体験ができた。

4. 行動を起こすことで、ものごとが前進していくことを
改めて実感できた。

勇気をもって一歩踏み出すことが重要。

現在、NPOでは私たちの提案に沿って動き出そうと
している。
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